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戊辰戦争、柳津での戦い
1868年8月29日から9月8日まで
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菊光堂南側にある戊辰戦争時の弾痕跡。
一定方向の向館から撃たれています。

長州藩支藩、岩国藩・吉川家の少年兵が書いた『建尚隊覚』に
描かれている記録。慶応4年（1868）9月6日・7日には、柳津に新
政府軍の長州藩、薩摩藩、土佐藩、肥前藩らが進軍していたが、
絵図には、対岸の向館に長州藩、岩国藩、薩摩藩の旗印が描か
れています。対岸の「向館跡」から銃撃された弾丸の跡が堂の南
側に多数残されています。
柳津の僧侶が、白装束で並び、旗を振り、撃たないよう懇願し、
焼失はまぬがれたとされています。

岩国藩薩摩藩
長州藩

会津歴史観光ガイド№604
Aidu history guide

図・写真・文 Ⓒ石田明夫2017 問合せ 2017℡・Fax 0242-24-3423 090-1378-8087
メール・ホームページ「考古学から見た会津の歴史」で検索。


